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５

国
会
職
員
の
執
務
に
つ
い
て
は
、
各
本
属
長
は
、
定

期
的
に
人
事
評
価
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

し
た
。（
第
六
条
第
一
項
関
係
）

６

人
事
評
価
の
基
準
及
び
方
法
に
関
す
る
事
項
そ
の
他

人
事
評
価
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
両
議
院
の
議
長
が

協
議
し
て
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六
条
第
二
項
関

係
）

７

各
本
属
長
は
、
５
の
人
事
評
価
の
結
果
に
応
じ
た
措

置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
七
条

関
係
）

８

５
か
ら
７
ま
で
は
、
各
議
院
事
務
局
の
事
務
総
長
、

議
長
又
は
副
議
長
の
秘
書
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
参
事
及

び
常
任
委
員
会
専
門
員
、
各
議
院
法
制
局
の
法
制
局
長

並
び
に
国
立
国
会
図
書
館
の
館
長
及
び
専
門
調
査
員
に

つ
い
て
は
、適
用
し
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
八
条
関
係
）

９

国
会
職
員
は
、
両
議
院
の
議
長
が
協
議
し
て
定
め
る

事
由
に
該
当
す
る
と
き
は
、
降
給
さ
れ
る
も
の
と
す
る

こ
と
と
し
た
。（
第
九
条
第
二
項
関
係
）

10

９
に
よ
り
降
給
す
る
と
き
は
、
両
議
院
の
議
長
が
協

議
し
て
定
め
る
場
合
を
除
き
、
国
会
職
員
考
査
委
員
会

の
審
査
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
九

条
第
三
項
関
係
）

11

本
人
の
意
に
反
す
る
降
任
又
は
免
職
に
つ
い
て
、
新

た
な
人
事
評
価
制
度
を
導
入
し
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要

の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
一
一
条
第
一

項
関
係
）

12

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

〔
法

律
〕

〇
国
会
職
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
六
〇
）

P

〇
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法

律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
六
一
）

〇
国
会
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
六
二
）

R

〇
地
方
交
付
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
六
三
）

〇
裁
判
所
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
六
四
）

〇
放
送
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
六
五
）

J
I

〇
高
度
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
施
設
整
備
促
進

臨
時
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
六
六
）

L
P

〇
地
域
資
源
を
活
用
し
た
農
林
漁
業
者
等
に

よ
る
新
事
業
の
創
出
等
及
び
地
域
の
農
林

水
産
物
の
利
用
促
進
に
関
す
る
法
律

（
六
七
）

〔
政

令
〕

〇
道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
二
三
六
）

M
M

〇
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化

に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
（
二
三
七
）

M
O

〔
省

令
〕

〇
電
波
監
理
審
議
会
が
行
う
審
理
及
び
意
見

の
聴
取
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
（
総
務
一
〇
四
）

M
P

〇
開
発
道
路
に
関
す
る
占
用
料
等
徴
収
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
国
土
交
通
五
九
）

◇
国
会
職
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
法
律
第
六
〇

号
）（
国
会
）

１

国
会
職
員
の
昇
任
及
び
転
任
は
、
各
本
属
長
が
、
国

会
職
員
の
人
事
評
価
に
基
づ
き
、
命
じ
よ
う
と
す
る
職

の
属
す
る
職
制
上
の
段
階
の
標
準
的
な
職
に
係
る
標
準

職
務
遂
行
能
力
及
び
当
該
命
じ
よ
う
と
す
る
職
に
つ
い

て
の
適
性
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
の
中
か
ら
行
う

も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
の
二
第
一
項
関

係
）

２

各
本
属
長
は
、国
会
職
員
を
降
任
さ
せ
る
場
合
に
は
、

当
該
国
会
職
員
の
人
事
評
価
に
基
づ
き
、
命
じ
よ
う
と

す
る
職
の
属
す
る
職
制
上
の
段
階
の
標
準
的
な
職
に
係

る
標
準
職
務
遂
行
能
力
及
び
当
該
命
じ
よ
う
と
す
る
職

に
つ
い
て
の
適
性
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
職
を
命
ず

る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
の
二
第
二
項
関

係
）

３

国
際
機
関
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
こ
と
等
の
事
情
に
よ

り
、人
事
評
価
が
行
わ
れ
て
い
な
い
国
会
職
員
の
昇
任
、

降
任
及
び
転
任
に
つ
い
て
は
、
１
及
び
２
に
か
か
わ
ら

ず
、
各
本
属
長
が
、
人
事
評
価
以
外
の
能
力
の
実
証
に

基
づ
き
、
命
じ
よ
う
と
す
る
職
の
属
す
る
職
制
上
の
段

階
の
標
準
的
な
職
に
係
る
標
準
職
務
遂
行
能
力
及
び
当

該
命
じ
よ
う
と
す
る
職
に
つ
い
て
の
適
性
を
判
断
し
て

行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
の
二
第
三

項
関
係
）

４

１
か
ら
３
ま
で
の
標
準
的
な
職
は
、
係
員
、
係
長
、

課
長
補
佐
、
課
長
そ
の
他
の
職
と
し
、
職
制
上
の
段
階

及
び
職
務
の
種
類
に
応
じ
、
両
議
院
の
議
長
が
協
議
し

て
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
の
二
第
四
項
関
係
）

◇
国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
法
律
第
六
一
号
）（
総
務
省
）

一

国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正

１

一
定
の
常
時
勤
務
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
職
員

（
以
下
「
非
常
勤
職
員
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
、
子

の
養
育
の
事
情
に
応
じ
、
子
の
出
生
の
日
か
ら
、
一

歳
に
達
す
る
日
か
ら
一
歳
六
か
月
に
達
す
る
日
ま
で

の
間
で
人
事
院
規
則
で
定
め
る
日
ま
で
育
児
休
業
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
第
一
項

関
係
）

２

一
定
の
非
常
勤
職
員
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

を
除
く
。）に
つ
い
て
、
三
歳
に
達
す
る
ま
で
の
子
を

養
育
す
る
た
め
、
一
日
に
つ
き
二
時
間
を
超
え
な
い

範
囲
内
で
勤
務
し
な
い
こ
と
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
し
た
。（
第
二
六
条
第
一
項
関
係
）

３

防
衛
省
の
職
員
へ
の
準
用
に
つ
い
て
、
必
要
な
読

替
え
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
二
七
条
第
一
項
関

係
）

二

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正

１

一
定
の
非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
、
子
の
養
育
の
事

情
に
応
じ
、
子
の
出
生
の
日
か
ら
、
一
歳
に
達
す
る

日
か
ら
一
歳
六
か
月
に
達
す
る
日
ま
で
の
間
で
条
例

で
定
め
る
日
ま
で
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
一
項
関
係
）
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